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～厳美市民センター及び山谷・達古袋分館の指定管理スタート～ 

令和４年４月１日より厳し美しの里協議会が一関市の

指定を受け、厳美市民センター及び山谷、達古袋両分館

を管理運営する指定管理がスタートします。 

厳し美しの里協議会（旧厳美地域活性化推進協議会）

は地域の皆様が主体となり、行政機関や地域内の各種 

団体と連携を図りながら課題解決などの地域づくりを 

行ってまいりました。今後指定管理者として施設の管理

運営を行うには、地域の皆様の更なるご協力が必要 

不可欠となります。 

 住みよい厳美地域になるよう、職員一同努めて 

まいりますので、今後ともお力添えをよろしくお願い 

いたします。 

 

ごあいさつ 厳し美しの里協議会会長 小岩次男 

 

令和 4 年度の春を迎え、厳美市民センター及び山谷分館並びに達古袋分館が４月１日をもって、当協議会

の指定管理による施設の管理運営となりましたことに当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

当協議会は、地域の生活がより一層活性化し、住民が生きがいをもって、明るい地域づくりを推進する 

ことを目的とし、平成７年発足、同 28 年地域協働体として認可、同 29 年３年「厳美地域づくり計画書」 

の作成と、様々な課題に取り組む素地を築いたところであります。 

① 地域で支えあう厳美②生活のしやすい厳美 ③明るく楽しく健康な厳美 ④安心して暮らせる厳美 

⑤自然の恵みでガッツリとうるおう厳美 ⑥地域の宝でかがやく厳美 ⑦後世へ語り継ぐ厳美の災害 

⑧観て、体験して、また来たくなる厳美、の８つのスローガンを掲げ、できるところからではありますが 

徐々にその取り組みを行い、この度の指定管理の受託団体として議会承認を受け、地域活動の拠点である 

市民センターや各分館の管理運営を市から委ねられたのであります。 

 この指定管理を受けるに際し、行政区長をはじめ各種団体の皆様、また指定管理推進プロジェクトチーム

の皆様にはご多忙にもかかわらず熱心に協議していただき厚く御礼申し上げます。 

当面、これまでの市民センターや分館の活動について大きく変わることはありませんが、地域住民が主体

での「より良い厳美地域」の実現に向けて、指定管理になって良かったと言われるよう、役員、スタッフ 

一同励んでまいりますので、これまで以上のご支援ご協力をお願いいたしましてごあいさつといたします。 

皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新採用職員 紹介 

市内在住、身長 181cm の 

大地山
おおちやま

洋介
ようすけ

です。 

趣味はウォーキングとギターの 

演奏です。遊水地公園や運動公園

を歩くのが好きです。もちろん、 

厳美渓も大好きなコースです。 

ギターはアコースティックギター

やエレキギターを弾き、フォーク

やロックを奏でています。 

（下手ですが^_^;） 

自然豊かな厳美地域で働けること

を、楽しみにしています！ 

よろしくお願いします。 

～職員紹介～ 

厳し美しの里協議会  事務局長 高 橋 一 秋 

    〃      事務局員 佐 藤 澄 江 

    〃      事務局員 鈴 木 こ ず え 

＊以上４名の他、引継ぎ職員として市職員が１年間在中します。 

よろしくお願いいたします 

◎指定管理後の厳美市民センターは・・・ 

・厳美市民センター及び各分館は、これまでと変わりなく管理運営 

・「むかさり」など協議会主催のイベントも変わりなく企画運営 

◎厳し美しの里協議会（地域協働体）とは・・・ 

・厳美地域住民すべての皆さんが会員で、話し合いができる場 

地域協働体で自分たちの地域課題の解決を図ることや行政と協働する 

ことなどにより、地域の特性に応じた地域づくりを目指す組織です 

◎指定管理になると・・・ 

・行政が画一的に進めてきた取り組みを、地域主導で進めることができる 

・地域住民の目線で、地域の目標設定や課題解決に取り組むことができる 

・課題解決など地域の要望に対応した取り組みをすることができる 

編集後記：新しい仲間も加わり心機一転、今まで以上に皆様に親しまれる市民センターを 

目指し、職員一同力を合わせてまいります。 

今後ともよろしくお願いいたします。（鈴木） 

 

 


